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1ま え が き

山形県における裏作麦の栽培は昭和28年を頂点に減少の

一途をたどり,昭和30年 代の末期にはほとんどとだえ,10

年余りを経過した。

近年になつて,農業情勢の変化により,再び裏作麦がみ

なおされるようになってきたが,現在の麦作りは10数年前

に比べ品種,裁培法にも変せんがみられ,栽培法の再検討

が必要になつてきた。 このため,機械化省力栽培が可能な

全面まき栽培について, 3カ 年にわたり検討してきたが,

その中で,稲わらを全量すき込んだ場合の施肥法,特に窒

素施月巴を重点に検討した結果について報告する。

2試 験 方 法

供試品種 :ユ キフリムギ

播 種 期 :10月 1日 (昭和50), 10月 5日 (昭和 51)

播 種 量 :10り/10α (昭和50), 1549/10α (昭和

51)

供試面積 :15″ (昭和50), 23イ (昭和51)2連制

試験区及び施肥量 ;表 1の とおり

表2 生育及び収量

6試 験 結 果

越冬直後の生育 : 草丈,葉数については基肥 6～ 12″

のFH5では差がみられず,む しろ,根雪期間の影響が大きい。

(根雪llJ間,昭和50年度52日 , 51年度99日 )。

表 1 試験区及υ詭 肥量
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分けつについては基肥の効果が明らかに認められ,基肥

量が多くなるにつれて分けつも多くなる傾向がみられるが,

9均 と12り との差は小さかつた。

成熟期の生育及び収量 : 成熟JUlの FTIは 基肥にも影響

されるが,越冬直後の追肥による影響がより大きく,追 1じ

量が多くなるにつれて長 くなる。

生育がやや

素濃度を確保できる追肥量は 4″ 程度と考えられる。

稲わら施用が基肥窒素に及ぼす影響 : 窒素量 0,10,

20%/乾± 100夕 の三段階に稲わら60ヴC相 当量を添加

し,裸地条件で検討した。

表 4 施Πじ窒素の推移 (″//乾± 1007)

項 目

区 名

スタート
10月

8日

朗
田

朗
川

11月

11日
11月

2日

52年
3月

25日

lN-0(″ ) 068 0 64

2N-10( ) 1167 562 132 165 071

3 N-20(ク ) 1801 1044 083

4N-0(わ ら) 063

5N-10(ク ) 11 67 094 156 055

6 N―
"(ク

) 1801 115` 676 5 80 613 061

*Nは N H4-Nと N03~Nの 合計

稲わらによる窒素の吸着は少なく, 無窒素で 01″/乾

± 100夕 程度みられたものの,10",20″施用区ではほ

とんど認められず,20″ 施用区では稲わらを添加 した区の

土壌の無機態窒素が 3・9/乾± 100′ 程度高めに推移 した。

以上の結果,稲わら施用が施肥窒素に及ぼす影響は小さ

いことが判明したので,稲わらを施用する場合でも,基月じ

窒素の増施は必要ないものと考えられる。

又,基肥窒素は越冬直後になると,いずれの区も1彎/
乾± 100′ 以下で無窒素とはぼ同 じ濃度まで低下していた。

6り を追肥 した区は,稗長が,0印 を越え,

不安定になった。

ほ長は基肥,追肥の影響は小さく, 35～ 40mで ,

肥量の多い区が必ずしも長くなつていない。

ほ数は基肥の効果が高くでる。無窒素から基肥9り まで

は基肥量が多くなるにつれて分けつが多くなった。しかし,

9″ と12″ との差は小さかつた。 なお,ほ数と収量との

間にはr=o94*ホホの高い相関が認められた。

収量は基肥6～ 12り ,追肥 2～ 6た,の間では,基肥,追

肥とも多いほど多収となる傾向がみられ,最高 74 tp/1o α

の収量を得た。しかし,窒素量, とくに追肥量が多くなる

と成熟期が遅れ,後作の作付に影響するようになる。

作物体の窒素濃度と生育,収量 : 越冬直前の作物体の

窒素濃度は無窒素25%,基肥 9た,で 30%,12た ,で 38%
であった。これと収量に直接関係のある分けつ数の関係を

みると,十分な分けつを確保するには越冬直前の窒素濃度

で30%程度は必要と考えられる。

表6 作物体の窒素濃度

越冬直後に追肥 したものについて, 4月 18日 (出穂20日

前 )の 窒素濃度をみたところ,追肥量に比例して高くなっ

ていた。これを収量との関係でみると, 26%以下では収

量が明らかに低く, 27%以 上で増収している。又,30%
以上になると多収にはなるが,成熟IJが遅れるので,こ の

時jIJの 茎葉の窒素濃度は28%前後が適当であり, この窒

1 6的基肥の場合は,は数少なく,稗長も短かめで,

収量も低い。

2 9ルタ基肥の場合は生育が順調で,追肥量が 4～ 6ん′

の区では7019/α 前後の収量が得られた。

しかし,追肥量が 6り になると,稗長が伸びすぎ,成熟

期が 3～ 4日 遅れた。

3 12″基Лじでは,生育がおう盛で多収 となるが,追

肥量が 4的以上になると稗長が伸びすぎ,成熟期が 3～ 4

日遅れ,生育相がやや不安定 となった。

4 生育,収量に好ましい作物体の茎葉の窒素濃度は,

越冬直前で30%,出 穂 20日 前で28%程度で,こ れに対応

できる施肥量は基肥 9り ,追肥 4″ であった。

以上の結果より,後作物の作付や効率的な機械刈などを

考慮すると,基肥 9～ 10り ,追肥 4り が適当と判断され

た。

又,稲わら(60″/α )施用が基IE窒素に及ぼす影響は

小さく,特に増月じの必要のないことも確認 した。

施

4 ま め

恣
N%

12/6 4/18
5/14

か  ん

lN-0 084 1 54

2 N9+0 30 0 89 1 74

3N9+2 ″ 275 094

4 N9+4 ″ 181

5 N9■ 6 ″ 312 1 12 2 08

6 N12+0 100 189

7 N12+2 270 096 181

8 N12+4 // 2 73 207

9 N12+6 // 3 34 102 1 89


